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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動 

宗教 
法人 寶 生 教 大 阪 本 部  

１２  月  号 

日
本
で
あ
る
た
め
の
大
切
な
行
事 

 

　
　
―
「
大
嘗
祭
」
は
日
本
精
神
の
源
― 

ご教話  

（１１月１５日） 
月並祭  

祭
典
後
の
記
念
写
真 

可
愛
い
笑
顔
に 

　
心
も
晴
れ
や
か 

七 

五 

三 

詣 

年
　
末 

（
令
和
元
年
） 

年
　
始 

（
令
和
二
年
） 

教
　
会
　
行
　
事 

―
青
年
部
― 

新
年
恒
例「
初
顔
合
わ
せ
会
」開
催 

ご 

案 

内 

―
愛
教
婦
人
会
― 

「
お
正
月
飾
り
を
作
る
会
」開
催 

ご 

案 

内 

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す

〝
お
正
月
飾
り
を
作
る
会
〞
を

左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
記 

日
時
　
十
二
月
二
十
七
日（
金
） 

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
よ
り 

場
所
　
大
阪
本
部
　
ニ
の
間 

会
費
　
一
、
五
〇
〇
円 

定
員
　
二
十
五
名 

※
教
会
事
務
所
前
の
申
込
み
封

筒
に
、
お
名
前
ご
記
入
の
上

会
費
を
入
れ
て
、
事
務
所
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。 

の
で
す
。 

　
こ
の
神
話
に
は
大
変
重
要
な

教
訓
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
は
、 

「
国
民
は
常
に
増
や
し
続
け
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
国

は
い
つ
か
亡
び
て
し
ま
う
。」 

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

　
こ
の
事
が
既
に
神
代
の
時
代

の
神
話
で
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
先
程
も
申
し
ま
し
た

様
に
、
現
在
日
本
の
人
口
は
、

年
々
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

　
我
々
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
現
状
を
重
く
受
け

止
め
、
更
に
日
本
が
、
各
家
庭

が
繁
栄
す
る
た
め
の
社
会
づ
く

り
、
家
庭
づ
く
り
を
す
る
努
力
、

心
が
け
こ
そ
が
、
真
に
神
道
の

理
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
青
年
部
行
事
の
事
始
め
、
青

年
部
総
会
「
初
顔
合
わ
せ
」
が
、

来
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
今
回
も
毎
年
恒
例
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
！
お
子
様
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
ハ
ン
デ
設
定
で

参
加
者
全
員
が
優
勝
候
補
！
豪

華
賞
品
を
ご
用
意
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

　
大
会
後
、
教
会
に
て
総
会
、

昼
食
を
頂
き
、
お
米
お
ろ
し
の

ご
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。 

　
　
　
記 

日
　
時
　
一
月
十
二
日（
日
） 

参
加
費
　
大
人
、
二
千
円
。 

　
　
小
学
生
以
下
、
千
円
。 

※
一
人
で
投
球
で
き
な
い
お
子

さ
ん
は
、
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
致
し
ま
す
。 

※
お
申
込
み
は
一
月
七
日
迄
、

教
会
事
務
所
、
又
は
お
電
話

に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
小
春
日
和
の
十
一
月
十
日

（
日
）。
大
神
様
、
御
教
祖
様
、

御
祖
先
様
の
ご
祝
福
の
も
と
、

七
五
三
詣
り
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
三
名
の
可
愛
い
、
着
物
・
洋

服
姿
の
お
子
様
方
に
、
ご
両
親
、

お
じ
い
さ
ま
、
お
ば
あ
さ
ま
、

ご
親
族
の
方
々
も
、
心
晴
れ
晴

れ
と
参
列
で
す
。 

　
祭
主
・
教
会
長
様
の
祝
詞
に
、

雅
や
か
な
る
神
楽
「
鈴
扇
」
も

奉
納
さ
れ
、
一
同
玉
串
奉
奠
。

教
会
長
様
よ
り
福
鈴
を
受
け
、

お
下
が
り
の
千
歳
飴
・
神
話
の

御
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
お
子
様
方
の
、
健
や
か
な
る

成
長
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

　
扨
、
昨
日
、
今
日
の
二
日
間

に
亘
り
、
私
達
日
本
人
に
と
っ

て
非
常
に
大
切
な
「
大
嘗
祭
」

が
執
り
行
わ
れ
、
新
聞
等
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
居
り
ま
し
た
。 

　
で
は
何
故
大
嘗
祭
を
執
り
行

う
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
の
理

由
は
、
我
々
日
本
人
が
、
日
本

人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
し
っ

か
り
と
持
つ
た
め
な
の
で
す
。 

　
で
す
か
ら
、
莫
大
な
予
算
が

必
要
で
あ
ろ
う
と
も
、
必
ず
受

け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
行
事
な
の
で
す
。 

　
昨
日
の
産
経
新
聞
の
正
論
で
、

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
小
堀
桂

一
郎
氏
が
「
令
和
の
大
嘗
祭
を

迎
え
る
に
際
し
て
」
と
い
う
寄

稿
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
平
成
の
大
嘗
祭
は
、
こ
の
度

の
様
に
国
民
全
体
で
お
祝
い
申

し
上
げ
る
と
い
う
雰
囲
気
で
は

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
、

自
民
党
政
権
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
中
に
は
政
教
分
離
の
精
神

に
反
し
て
い
る
か
ら
憲
法
違
反

だ
と
、
大
嘗
祭
を
執
り
行
う
こ

と
自
体
が
議
論
さ
れ
る
雰
囲
気

だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
し
か
し
、
大
嘗
祭
は
決
し
て

憲
法
違
反
で
は
な
い
と
い
う
最

高
裁
判
所
の
判
決
も
出
、
無
事

に
執
り
行
わ
れ
た
訳
で
す
。 

　
大
嘗
祭
は
約
一
三
〇
〇
年
前

に
は
じ
ま
り
、
応
仁
の
乱
の
前

後
約
二
〇
〇
年
間
は
執
り
行
わ

れ
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

再
び
復
活
し
、
一
三
〇
〇
年
前

と
変
わ
ら
な
い
、
連
綿
と
続
く

伝
統
行
事
な
の
で
す
。 

　
で
は
何
故
、
大
嘗
祭
が
日
本

人
の
証
し
と
成
り
得
る
の
か
。

私
達
日
本
人
の
源
流
は
、『
古

事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
と
い

っ
た
神
話
に
あ
り
ま
す
。 

　
例
年
は
新
嘗
祭
と
呼
ば
れ
る

こ
の
大
嘗
祭
も
、
元
々
は
神
話

を
繙
い
て
、
天
照
皇
大
神
を
中

心
に
、
皇
室
の
祖
先
神
、
又
、

日
本
全
国
の
八
百
万
の
神
々
に

そ
の
年
の
実
り
に
感
謝
申
し
上

げ
、
お
供
え
し
、
そ
の
お
下
が

り
を
祭
主
で
あ
る
天
皇
陛
下
も

お
召
し
上
が
り
に
な
る
と
い
う

行
事
な
の
で
す
。 

　
初
代
神
武
天
皇
が
九
州
を
出

発
し
東
へ
東
へ
と
向
か
い
、
約

十
七
年
か
け
て
到
着
し
た
橿
原

宮
で
即
位
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
間
、
各
地
で
小
規
模
の

小
競
り
合
い
は
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
大
量
殺
戮
の
痕
跡
は
見

当
た
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
神
武
天
皇
は
弥
生
人
で
、

そ
れ
以
前
か
ら
住
ん
で
い
た
縄

文
人
と
上
手
く
共
生
し
な
が
ら

東
へ
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。 

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
解

る
様
に
、
日
本
人
の
民
族
性
の

源
流
は
、
神
道
に
あ
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
大
嘗
祭
と
い
う
古

式
に
則
っ
た
伝
統
行
事
を
、
莫

大
な
費
用
が
掛
か
ろ
う
と
も
全

て
国
費
で
賄
い
、
連
綿
と
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。 

　
こ
れ
は
則
ち
、
天
皇
陛
下
が

ご
即
位
さ
れ
た
こ
と
を
お
祝
い

申
し
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、

全
て
の
日
本
人
の
た
め
に
執
り

行
わ
れ
て
い
る
の
が
大
嘗
祭
と

い
う
儀
式
で
あ
り
、
皇
室
と
い

う
存
在
な
の
で
す
。 

　
こ
の
度
も
、
大
嘗
祭
に
多
額

の
税
金
を
使
う
の
は
だ
め
だ
と

い
っ
た
反
対
集
会
が
あ
っ
た
様

で
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
だ

け
を
世
間
に
出
す
メ
デ
ィ
ア
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス

が
実
際
に
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
様
な
記
事
を
純
真
無
垢

な
学
生
た
ち
が
読
ん
で
、
何
を

思
う
の
か
。
そ
の
様
に
考
え
ま

す
と
、
日
本
の
将
来
も
恐
ろ
し

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。 

　
大
嘗
祭
を
反
対
す
る
人
た
ち

の
殆
ど
は
、
政
教
分
離
を
盾
に

物
語
を
構
築
し
ま
す
。
小
堀
氏

に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
政
教
分

離
は
、
全
く
我
が
国
の
国
内
問

題
で
あ
り
、
こ
れ
が
憲
法
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
な
過
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
で
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
過

ち
な
の
か
。
小
堀
氏
曰
く
、 

「
目
下
の
現
実
問
題
と
し
て
、

憲
法
の
謳
う
政
教
分
離
原
則
は
、

国
内
に
顕
在
す
る
共
産
主
義
者

た
ち
、
潜
在
す
る
多
数
の
共
和

主
義
革
命
待
望
論
者
た
ち
、
即

ち
野
党
の
人
々
の
政
治
的
野
望

を
達
成
す
る
た
め
の
、
恰
好
の

手
が
か
り
と
し
て
の
効
果
を
有

し
て
い
る
。 

　
そ
の
禍
々
し
い
作
用
を
抑
制

す
る
武
器
と
し
て
、
二
千
年
来

の
皇
室
の
祭
祀
伝
統
に
導
か
れ

た
蒼
生
の
安
寧
を
守
り
抜
く
目

的
の
た
め
に
、
現
在
の
常
識
的

国
体
論
や
敬
神
崇
祖
の
心
情
的

国
民
性
論
だ
け
で
果
た
し
て
用

を
成
す
の
で
あ
ろ
う
か
。 

　
今
回
の
大
嘗
祭
斎
行
と
い
う 

　
お
正
月
に
、
皆
様
の
誠
心
を

お
鏡
餅
に
し
て
、
御
神
前
に
供

進
い
た
し
ま
す
。 

　
一
口
、
金
五
百
円
。 

何
口
で
も
結
構
で
す
。
教
会
事

務
所
に
専
用
封
筒
が
ご
ざ
い
ま

す
。
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
。 

新春を寿ぐ新春を寿ぐ 

受　付 

鏡 お 料 

十
二
月
一
日（
日
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
　
午
前
十
時 

　
　
　
七
日（
土
）　
西
播
教
会
修
行
日 

　
　
　
八
日（
日
）　
御
本
宮
月
並
祭
　
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
九
日（
月
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
十
四
日（
土
）　
養
老
教
会
修
行
日 

　
　
十
五
日（
日
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
　
午
前
十
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
年
末
す
す
は
ら
い
　
　
　
正
午 

藺
本
部
教
会
の
年
末
大
掃
除
で
す
。 

　
月
並
祭
に
続
き
、
昼
食
後
よ
り 

　
三
時
頃
ま
で
の
予
定
で
す
。 

　
大
勢
の
ご
奉
仕
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
二
二
日（
日
）　
冬
至
祭
―
お
水
取
神
事
　午
後
六
時
二
〇
分 

藺
秘
法
秘
伝
の
御
神
水
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
け
る
、
年
に
唯
一
の
こ
の
日
、

そ
し
て
来
年
の
運
勢
を
御
神
示
し
て

頂
く
大
切
な
お
祭
り
で
す
。 

　
　
二
八
日（
土
）　
お
も
ち
つ
き
　
　
　
　
　
午
前
九
時 

藺
お
正
月
、
神
饌
に
供
す
る
お
鏡
餅
を

た
く
さ
ん
搗
き
ま
す
。 

　
大
勢
の
ご
参
加
奉
仕
願
い
ま
す
。 

　
　
三
十
日（
月
）　
大
　
祓
　
式
　
　
　
　
　
午
後
七
時 

藺
身
心
を
清
め
る
惟
神
の
神
事
で
す
。

神
楽
「
花
湯
」
も
奉
納
さ
れ
、
茅
の

輪
を
く
ぐ
り
ま
す
。 

　
　
三
一
日（
火
）　
教
会
迎
春
準
備
　
　
　
　
午
前
九
時 

藺
大
晦
日
、
ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す
が

よ
ろ
し
く
ご
奉
仕
願
い
ま
す
。 

  

一
月
　
一
日（
祝
）　
元
　
旦
　
祭
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

藺
新
春
を
寿
ぎ
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、

初
詣
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
三
日（
金
）　
支
部
新
春
来
参
式
　
　
　
午
前
十
一
時 

藺
各
支
部
よ
り
本
部
へ
の
初
詣
。 

　
本
部
役
員
の
方
々
ご
奉
仕
願
い
ま
す
。 

　
　
　
五
日（
日
）　
御
本
宮
初
月
並
祭
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
八
日（
水
）　
お
鏡
開
き
式
　
　
　
　
　
午
前
十
時 

藺
お
鏡
餅
を
お
下
げ
し
、
健
康
保
持
を

祈
願
し
「
お
ぜ
ん
ざ
い
」
に
し
て
戴

き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
初
修
行
日
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
　
九
日（
木
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
初
教
祖
祭
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
十
二
日（
日
）　
と
ん
と
焼
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
部
初
顔
合
せ 

　
　
十
三
日（
祝
）　
西
播
教
会
修
行
日 

　
　
十
五
日（
水
）　
初
月
並
祭
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時 

ち 

ひ
も
と 



（３） １２月号 ほ　　う　　せ　　い １２月号  （２） ほ　　う　　せ　　い （４９０号） （４９０号） 

御
本
宮
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家
庭
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に
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―
人
口
減
少
は
由
由
し
き
問
題
― 

ご教話 

（１１月１日） 
月並祭 

「
立
派
に
舞
い
納
め
ら
れ
た 

　
　

奉
納
舞
楽
「
蘭
陵
王
」 

新しく葺きかえられた大屋根。 
　教紋入りの鬼瓦に隅蓋には浪に宝珠も。 高千穂峡に盆景の美しい菊小屋 

直会。勇壮な御津太鼓に獅子舞 

奉納神楽「鈴扇」 

養老教会長様 

御本殿一杯の参拝者一同着座拝 

西播教会長様  

秋
晴
れ
の
も
と
　
養
老
教
会
・
秋
之
例
大
祭
　
厳
粛
に
挙
行 

青
空
に
大
屋
根
の
新
瓦
輝
き
―
西
播
教
会
秋
之
例
大
祭
― 

　
開
教
会
八
十
五
周
年
並
御
本
殿
五
十
周
年
記
念
大
祭 

盛
大
に 

　

執
行 

ふ 

機
縁
に
際
し
、
国
内
草
莽
の
有

志
達
（
私
達
の
こ
と
）、
は
一

つ
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
。 

　
現
憲
法
の
持
つ
政
教
分
離
原

則
は
、
そ
の
淵
源
を
辿
れ
ば
、

こ
れ
即
ち
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
が

日
本
国
弱
体
化
政
策
の
一
環
と

し
て
国
民
の
血
肉
に
深
く
突
き

刺
し
て
お
い
た
棘
で
あ
る
。」 

　
つ
ま
り
、
現
在
の
日
本
国
憲

法
で
す
よ
ね
。
憲
法
九
条
も
同

じ
事
が
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、

日
本
は
神
道
の
国
で
あ
り
な
が

ら
、
例
え
ば
地
方
自
治
体
が
、

公
民
館
を
建
て
よ
う
と
し
、
地

鎮
祭
を
執
り
行
い
、
そ
の
御
礼

を
神
社
に
お
供
え
す
る
だ
け
で

裁
判
が
起
き
る
と
い
う
現
状
な

の
で
す
。 

　「
こ
の
棘
を
抜
き
捨
て
な
い

限
り
、
我
々
は
悠
久
の
古
代
以

来
培
っ
て
き
た
精
神
生
活
の
根

幹
を
守
り
通
す
事
が
出
来
な
い
。」 

と
締
め
く
く
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
我
々
の
ご
祖
先
が
培
っ
て
こ

ら
れ
た
神
道
精
神
。
そ
れ
に
根

ざ
す
日
本
人
ら
し
さ
や
、
大
和

民
族
の
聡
明
さ
を
守
り
通
す
こ

と
は
難
し
い
こ
と
な
の
で
は
と
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
お
ら
れ
る
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
日
本
の
神
道
を
一
人
で
も
多

く
世
に
広
め
、
教
え
の
友
垣
を

増
や
す
努
力
を
す
る
こ
と
が
神

様
へ
の
ご
恩
返
し
、
延
い
て
は

社
会
奉
仕
に
繋
が
る
の
で
す
。 

　
御
教
祖
の
仰
っ
た
、「
明
治

天
皇
の
心
持
ち
と
、
明
治
の
御

世
の
日
本
人
の
心
持
ち
を
保
ち

続
け
よ
」
と
い
う
教
え
に
心
を

し
っ
か
り
と
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
そ
し
て
、
先
ず
は
何
故
信
仰

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
教

信
徒
一
人
ひ
と
り
が
理
解
し
、

更
に
は
神
道
の
精
神
、
或
い
は

こ
の
度
の
様
な
皇
室
の
伝
統
等

に
も
興
味
を
持
ち
、
知
識
を
蓄

え
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
か
と

存
じ
ま
す
。 

　
養
老
山
の
木
々
が
赤
や
黄
へ

と
変
わ
り
つ
つ
、
肌
に
感
じ
る

空
気
も
冷
た
く
な
り
深
ま
る
秋

を
感
じ
な
が
ら
迎
え
た
十
月
二

十
日
、
寶
生
教
養
老
教
会
秋
之

例
大
祭
が
か
く
も
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
秋
晴
れ
の
佳
き
日
、
本
部
長

様
ご
夫
妻
に
加
え
、
教
父
様
ご

夫
妻
、
副
本
部
長
様
ご
夫
妻
、

教
務
部
長
様
、
西
播
教
会
長
ご

内
室
様
、
本
部
支
部
役
員
の
方
々
、

名
古
屋
敬
和
会
と
各
地
区
か
ら

も
大
勢
ご
参
拝
、
ま
た
養
老
の

教
信
徒
の
方
々
も
前
々
日
か
ら

の
ご
奉
仕
に
続
き
、
大
勢
ご
参

拝
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
御
神
前
に
向
か
う
と
弊
殿
の

両
側
下
に
は
白
木
の
踏
み
台
、

祭
典
の
進
行
や
玉
串
奉
奠
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
こ
の
度

新
調
さ
れ
た
も
の
で
す
。
開
式

を
知
ら
せ
る
大
太
鼓
に
続
い
て
、

総
勢
十
五
名
に
よ
る
雅
楽
部
の

ご
奉
仕
で
祭
員
が
参
進
。
祓
戸

を
設
け
て
の
修
祓
・
御
帷
が
上

げ
ら
れ
る
と
、
実
り
の
秋
ふ
ん

だ
ん
に
御
供
さ
れ
た
御
神
前
が

お
目
見
え
。
祭
主
祝
詞
、
本
部

長
様
の
幣
帛
祝
詞
に
続
い
て
は
、

美
貴
、
佳
那
を
含
め
た
小
学
生

４
人
の
神
楽
「
鈴
扇
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
神
楽
を

舞
う
お
子
様
も
、
熱
心
な
稽
古

の
積
み
重
ね
で
、
大
き
な
実
り

に
つ
な
が
り
緊
張
し
つ
つ
も
立

派
に
舞
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
新
調
さ
れ
た
踏
み
台
の
効
果

も
あ
り
、
各
々
昇
殿
し
て
の
玉

串
奉
奠
も
滞
る
こ
と
な
く
進
み

ま
し
た
。
祭
典
後
の
教
会
長
の

挨
拶
で
は
、
先
の
台
風
に
お
い

て
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
お
見
舞

い
の
お
言
葉
と
少
し
で
も
早
い

復
興
を
願
わ
れ
る
と
と
も
に
、

大
祭
当
日
に
も
試
合
が
あ
り
、

列
島
全
体
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な

っ
て
応
援
し
て
い
た
ラ
グ
ビ
ー

の
日
本
代
表
チ
ー
ム
を
率
い
る
、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
リ
ー
チ
マ
イ
ケ

ル
選
手
が
必
勝
祈
願
の
参
拝
を

し
た
宮
崎
県
の
大
御
神
社
で
「
君

が
代
」
を
高
ら
か
に
斉
唱
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
社
に
は

日
本
一
大
き
な
さ
ざ
れ
石
が
あ

る
こ
と
で
有
名
、
元
々
さ
ざ
れ

石
と
い
う
の
は
伊
吹
山
の
麓
、

岐
阜
県
揖
斐
川
町
春
日
で
発
見

さ
れ
た
も
の
で
、
養
老
教
会
か

ら
は
１
時
間
程
で
行
け
る
距
離

に
あ
る
と
紹
介
さ
れ
、
石
灰
石

が
長
い
年
月
の
間
に
雨
水
で
溶

解
さ
れ
、
そ
の
と
き
生
じ
た
粘

着
力
の
強
い
乳
状
液
（
鍾
乳
石

と
同
質
）
が
次
第
に
小
石
を
凝

固
さ
せ
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

り
巌
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
さ
ざ
れ
石
の
よ
う
に
小
石

一
つ
一
つ
が
合
わ
さ
れ
ば
一
つ

の
大
き
な
岩
と
な
る
こ
と
は
教

会
発
展
に
も
言
え
る
こ
と
、
一

人
一
人
の
力
が
教
勢
拡
充
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
す
よ
と
仰
い

ま
し
た
。 

　
続
い
て
本
部
長
様
よ
り
御
教

話
を
賜
り
、
二
日
後
に
控
え
て

い
た
「
即
位
の
礼
」
に
際
し
皇

居
宮
殿
の
前
に
は
様
々
な
旛
が

飾
ら
れ
る
中
に
、
萬
歳
旛
（
ば

ん
ざ
い
ば
ん
）
を
安
倍
首
相
が

揮
毫
（
き
ご
う
）
さ
れ
た
、
こ

の
「
萬
歳
」
と
い
う
言
葉
に
は

永
々
と
栄
え
る
と
い
う
意
味
が

あ
る
、
今
上
陛
下
の
御
世
が
平

和
に
続
く
よ
う
に
と
い
う
思
い

が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
月

は
御
教
祖
の
祥
月
命
日
に
も

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
明
治
の
御

代
の
精
神
を
世
に
現
せ
よ
と
神

が
か
り
さ
れ
て
始
ま
っ
た
こ
の

教
え
、「
影
だ
に
も
　
人
に
は

見
え
ぬ
こ
の
神
を
　
世
に
現
せ

よ
　
御
嶽
神
風
」
と
い
う
御
教

祖
の
お
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、

神
様
の
御
力
を
世
に
現
す
た
め

に
修
行
を
積
み
、
心
豊
か
な
生

活
を
送
り
、
自
家
の
祈
り
だ
け

で
な
く
今
隣
に
座
っ
て
い
る
教

友
、
国
家
の
幸
せ
を
願
う
こ
と

で
吹
き
込
む
の
が
御
嶽
神
風
、

今
日
は
存
分
に
そ
の
神
風
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
ご
家
庭
で
振

り
ま
い
て
頂
く
こ
と
が
自
家
成

立
に
も
つ
な
が
り
ま
す
と
ご
挨

拶
な
さ
い
ま
し
た
。 

　
祭
典
後
、
拝
殿
の
準
備
が
整

え
ら
れ
、
教
父
様
の
乾
杯
の
御

発
声
に
よ
り
直
会
は
始
ま
り
、

お
下
が
り
の
お
弁
当
、
名
物
の

鯉
の
洗
い
を
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
つ
つ
、
お
楽
し
み
の
余

興
で
は
、
団
子
三
兄
弟
な
ら
ぬ
、

養
老
三
兄
弟
が
全
身
タ
イ
ツ
で

登
場
。
長
男
は
副
教
会
長
、
次

男
は
そ
の
弟
充
保
さ
ん
、
三
男

は
義
理
の
弟
水
谷
真
さ
ん
の
ト

リ
オ
は
前
日
に
も
リ
ハ
ー
サ
ル

を
し
、
コ
ー
ラ
ス
隊
に
は
小
さ

な
団
子
達
も
加
わ
り
、
面
白
お

か
し
く
書
か
れ
た
歌
詞
に
大
盛

り
上
が
り
。
そ
の
衣
装
の
ま
ま

福
当
た
り
へ
と
う
つ
り
、
鰻
、

餅
米
、
信
徒
お
手
製
の
紅
シ
ョ

ウ
ガ
詰
め
合
わ
せ
な
ど
真
心
の

こ
も
っ
た
お
供
え
の
品
々
、
福

が
当
た
っ
た
方
々
は
満
面
の
笑

顔
。
締
め
は
西
播
教
会
長
ご
内

室
美
江
様
に
よ
る
萬
歳
三
唱
を

以
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
私
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
令
和
に
な
り
初
め
て
の
大

祭
、
教
会
長
の
挨
拶
に
も
あ
っ

た
「
君
が
代
」
の
さ
ざ
れ
石
、

改
め
て
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ

て
良
か
っ
た
、
こ
ん
な
に
も
深

い
意
味
が
あ
る
国
歌
な
の
だ
と

誇
ら
し
く
思
い
つ
つ
、
次
女
佳

那
が
初
神
楽
を
舞
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
こ
の
上
な
い
喜
び
に
満

ち
た
大
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

　
お
忙
し
い
中
ご
参
拝
い
た
だ

い
た
方
々
、
支
部
信
徒
の
皆
様

に
は
連
日
の
ご
奉
仕
を
頂
き
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
養
老
副
教
会
長
夫
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
奈
央 

　
近
年
、
日
本
で
は
人
口
の
減

少
が
大
変
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
日
本
の
将
来
の
み

な
ら
ず
、
今
を
生
き
る
私
達
に

も
影
響
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い

由
々
し
き
問
題
な
の
で
す
。 

　
人
口
の
減
少
が
そ
の
国
に
と

っ
て
良
く
な
い
事
態
で
あ
り
、

国
民
は
常
に
増
や
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

実
は
神
代
の
時
代
、『
古
事
記
』

の
中
で
既
に
語
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。 

　
日
本
の
国
土
を
始
め
、
森
羅

万
象
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

お
生
み
に
な
っ
た
、
伊
弉
諾
之

尊
と
伊
邪
那
冉
之
尊
。
最
後
に

「
火
」
を
お
生
み
に
な
っ
た
伊

邪
那
冉
之
尊
は
、
身
体
が
焼
け

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
す
。 

　
伊
弉
諾
之
尊
は
黄
泉
之
国

（
死
後
の
世
界
）
へ
会
い
に
行

き
ま
す
が
、
伊
邪
那
冉
之
尊
は

既
に
黄
泉
之
国
の
住
人
に
な
っ

て
し
ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
決
し
て
自
ら
の
亡
骸
を
見
な

い
で
欲
し
い
と
い
う
伊
邪
那
冉

之
尊
と
の
約
束
を
破
っ
て
し
ま

わ
れ
た
伊
弉
諾
之
尊
は
、
怒
り

追
い
か
け
て
く
る
伊
邪
那
冉
之

尊
か
ら
必
死
に
逃
げ
、
黄
泉
比

良
坂
と
い
う
場
所
に
大
き
な
岩

を
置
き
、
黄
泉
之
国
と
の
行
き

来
を
で
き
な
く
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

　
そ
の
現
世
と
死
後
の
世
界
の

境
で
、
伊
弉
諾
之
尊
と
伊
邪
那

冉
之
尊
は
あ
る
言
葉
を
交
わ
さ

れ
ま
す
。
伊
邪
那
冉
之
尊
が
、

「
あ
な
た
の
国
の
青
人
草
（
日

本
国
民
）
を
、
毎
日
千
人
苅
り

殺
し
ま
す
。」 

と
告
げ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
伊

弉
諾
之
尊
は
、 

「
で
は
私
は
、
毎
日
千
五
百
の

産
屋
を
建
て
よ
う
。」 

と
返
す
の
で
す
。 

　
つ
ま
り
、
毎
日
千
五
百
人
の

日
本
国
民
を
産
む
。
そ
う
す
れ

ば
、
毎
日
五
百
人
ず
つ
増
え
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
伝
え
た 

　
素
晴
ら
し
い
秋
の
空
高
く
、

数
日
前
よ
り
整
え
ら
れ
た
境
内

を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
菊
小
屋
は
天
孫
降
臨
、

高
千
穂
峡
で
す
。
数
日
前
に
大

楠
を
切
り
、
そ
の
枝
を
利
用
し
、

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
の
高
千

穂
峡
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

一
年
を
掛
け
て
育
て
た
菊
の
盆

景
も
か
わ
い
ら
し
く
彩
添
え
て

い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
こ
の
大
祭
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
数
年
前
か
ら
御

奉
納
を
賜
り
、
見
事
に
完
成
、

輝
く
大
屋
根
。
台
所
増
築
工
事

等
の
記
念
事
業
も
恙
な
く
完
工
。

そ
の
中
を
本
部
よ
り
教
父
母
様
、

教
主
様
ご
夫
妻
、
副
本
部
長
様

ご
夫
妻
、
教
務
部
長
様
始
め
教

信
徒
の
皆
様
、
養
老
教
会
か
ら

は
バ
ス
を
仕
立
て
て
参
拝
下
さ

い
ま
し
た
。 

　
支
部
教
信
徒
も
東
は
横
須
賀
、

西
は
九
州
よ
り
の
方
々
を
始
め
、

近
隣
各
地
か
ら
の
大
勢
の
参
拝

の
方
が
、
役
員
さ
ん
が
ニ
コ
ニ

コ
迎
え
る
中
お
参
り
下
さ
い
ま

し
た
。 

　
祭
典
は
定
刻
、
高
饌
総
代
典

儀
の
も
と
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。 

　
大
神
様
、
御
教
祖
様
、
各
家

の
御
祖
先
様
方
に
今
日
を
迎
え

ら
れ
た
喜
び
を
感
謝
申
し
上
げ
、

更
な
る
ご
守
護
を
願
う
祝
詞
を

奏
上
さ
れ
、
教
主
様
に
も
幣
帛

祝
詞
を
奏
上
頂
き
、
こ
の
大
祭

の
超
目
玉
で
あ
る
、
舞
楽
「
蘭

陵
王
」
の
奉
納
で
す
。 

　
支
部
雅
楽
部
員
が
一
丸
と
な

り
、
副
本
部
長
様
の
ご
指
導
の

も
と
、
舞
人
、
吉
田
哲
也
さ
ん

が
見
事
に
舞
納
め
て
く
れ
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
く
、
吹
き
な
が

ら
も
感
動
致
し
ま
し
た
。 

　
夫
々
が
感
謝
の
玉
串
を
奉
奠

し
、
祭
典
は
盛
大
に
取
り
収
め

ら
れ
ま
し
た
。 

　
境
内
の
菊
を
鑑
賞
し
て
頂
い

て
い
る
間
に
整
え
ら
れ
た
直
会

会
場
。
教
父
様
の
ご
発
声
で
賑

や
か
に
開
会
で
す
。 

　
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
互
い

に
お
腹
を
満
た
し
て
い
る
間
に

も
、
此
度
の
記
念
事
業
を
紹
介

す
る
映
像
が
映
さ
れ
、
今
更
な

が
ら
大
変
な
事
業
で
、
感
謝
の

他
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
し
て
、
今
回
の
余
興
は
山

本
光
毅
さ
ん
主
体
の
御
津
梅
太

鼓
の
面
々
に
よ
る
太
鼓
演
奏
に

獅
子
舞
、
子
供
に
よ
る
パ
プ
リ

カ
が
コ
ラ
ボ
し
、
勇
壮
で
、
か

つ
楽
し
く
、
手
拍
子
、
拍
手
の

渦
巻
く
も
の
で
し
た
。 

　
そ
し
て
、
恒
例
の
福
引
大
会
。

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
景
品

の
数
々
に
、
一
喜
一
憂
、
ま
さ

し
く
福
福
と
景
品
を
頂
か
れ
、

養
老
教
会
長
様
の
ご
発
声
で
万

歳
三
唱
。
目
出
度
く
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。 

　
本
部
、
養
老
よ
り
の
参
拝
の

方
々
を
お
見
送
り
し
、
山
の
記

念
日
と
、
大
阪
本
部
の
方
々
数

名
も
含
め
て
、
支
部
教
信
徒
が

登
拝
致
し
ま
し
た
。 

　
本
当
に
素
晴
ら
し
い
天
候
の

も
と
で
こ
の
記
念
大
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
参
拝
の
皆

様
、
殊
に
支
部
教
信
徒
、
役
員

の
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
　
　
　
西
播
教
会
長
次
男 

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
修
敏 

お
お
み 

ば
ん 

い
わ
お 

よ
も
つ
ひ 

よ
　
み
　
の

く
に 

ら
さ
か 

い
　
ざ
な
ぎ
の 

い
　
ざ
　
な
　
み
　
の
み
こ
と 

み
こ
と 
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